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公
益
社
団
法
人
四
谷
法
人
会
の
第
14
回

通
常
総
会
（
定
時
社
員
総
会
）
が
、
6
月

21
日
（
金
）
午
後
5
時
30
分
か
ら
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
瑠
璃
西
の
間
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
尾
部
四
谷
税
務
署
長
を
は
じ

め
四
谷
税
務
署
の
幹
部
の
皆
様
の
ご
臨
席

を
賜
り
、
総
勢
91
名
の
出
席
で
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

　
総
会
の
司
会
は
宮
本
総
務
委
員
長
が
担

当
さ
れ
、
定
款
の
規
定
に
よ
り
青
栁
会
長

が
議
長
と
な
り
、
通
常
総
会
が
は
じ
ま
り

ま
し
た
。

　
最
初
に
池
田
監
事
よ
り
監
査
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
報
告
事
項
の
第
十
三
期
（
令
和

5
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
6
年
3
月
31
日

■ 【特集】　四谷法人会 2024　
　四谷法人会第 14 回通常総会開催される …… 2
　令和 6年度事業計画を報告 …………………… 4
■ 税務のポイント
   四谷税務署からのお知らせ …………………… 8
　新宿都税事務所からのお知らせ………………10
■ 四谷法人会会員のひろば
　四谷法人会からのお知らせ……………………11
　新入会員名簿● 3月～６月 ……………………11
喜業訪問 第 102 回●㈱武蔵野 ………………12
　四谷法人会トピックス…………………………14
　部会の総会が開催されました…………………17
　事業活動報告……………………………………18
■ 地域の話題・くらしの知識
よつや健康お届け隊●その不調、天気が原因かも！ 19
　法律問答あれやこれや第 40回●遺言の撤回 …20
　面白発明にチャレンジしよう
　　第 91 回●熱・こもらーずシリーズ ………21
　四谷・牛込あの日、あそこで
　　第１回●内藤新宿の開設……………………22

表紙　早大通り（山吹高校前）
わせだ新宿百景 No.37
新宿山吹高等学校は東京都立では初の単位制
高校で、定時制課程、通信制課程があります。

青栁会長尾部四谷税務署長

2

公益社団法人
四谷法人会
第14回
通常総会が
開催される。
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ま
で
）
事
業
報
告
の
件
が
山
田
副
会
長
よ
り
、

第
十
四
期
（
令
和
6
年
4
月
1
日
か
ら
令
和

7
年
3
月
31
日
ま
で
）
事
業
計
画
書
の
件
が

飯
島
副
会
長
よ
り
、
同
収
支
予
算
書
の
件
が

新
井
副
会
長
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
決
議
事
項
の
第
1
号
議
案
と
し

て
第
十
三
期
（
令
和
5
年
4
月
1
日
か
ら
令

和
6
年
3
月
31
日
ま
で
）
貸
借
対
照
表
、
正

味
財
産
増
減
計
算
書
、
同
附
属
明
細
書
及
び

財
産
目
録
承
認
の
件
が
、
新
井
副
会
長
か
ら

上
程
さ
れ
た
後
、
審
議
の
結
果
、
原
案
通
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
第
2
号
議
案
理
事
補
選
の
件
が
上

程
さ
れ
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
も
っ
て
全
て
の
議
案
の
審
議
を
終

了
し
ま
し
た
。
そ
し
て
四
谷
税
務
署
尾
部
署

長
、
新
宿
都
税
事
務
所
北
村
所
長
か
ら
ご
祝

辞
を
い
た
だ
き
、
内
堀
副
会
長
の
閉
会
の
言

葉
で
、
無
事
、
総
会
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
総
会
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
第
二
部
懇
親

会
は
、
栗
原
厚
生
共
益
事
業
委
員
の
司
会
で

は
じ
ま
り
、
青
栁
会
長
の
挨
拶
の
後
、
新
宿

区
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
金
の
寄
贈
を
行

な
い
、
同
協
会
か
ら
の
感
謝
状
を
関
原
事
務

局
長
か
ら
い
た
だ
き
、
四
谷
税
務
署
富
山
副

署
長
の
ご
発
声
で
乾
杯
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
髙
野
副
会
長
に
よ
る
新
入
会
員
の

紹
介
も
あ
り
、
ご
来
賓
の
方
々
、
会
員
相
互

の
懇
親
の
輪
が
広
が
り
、
松
下
副
会
長
の
音

頭
で
中
締
め
と
な
り
ま
し
た
。

【特集】 四谷法人会2024

北村新宿都税事務所所長新宿区社会福祉協議会から感謝状授与新理事の河原英史氏
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の
努
力
等
に
よ
り
、
厳
し
い
環
境
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
前
の
活
動
に
近
い
水
準
で
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
、
会
員
数
も
維
持
確
保
で
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
、
税
知
識
の
普
及
を
基
本
に
、
厳
し
い
経
済
環
境
に
対
応
す
る
た
め
の
会
員
へ
の
支
援
、
会

員
間
の
情
報
交
換
強
化
を
目
指
し
て
で
き
る
限
り
、
会
活
動
の
活
発
化
、
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、
公
益
法
人
と
し
て
の
税
務
に
係
る
研
修
会
の
開
催
、
税
情
報
の
提
供
、
適
正
な
申
告
納

税
の
推
進
等
を
最
優
先
と
し
ま
す
が
、
会
員
の
企
業
経
営
に
つ
い
て
も
研
修
会
の
開
催
・
情
報
提
供
に

努
め
、
さ
ら
に
は
、
会
員
の
互
助
活
動
に
も
重
点
を
置
く
こ
と
と
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
従
来
か
ら
の
当
会
の
事
業
活
動
の
内
容
、
実
施
方
法
に
つ
い
て
、
会
員
の
皆
様
、
役

員
と
事
務
局
と
の
間
で
適
切
な
情
報
交
換
を
行
い
、
で
き
る
限
り
の
創
意
工
夫
を
は
か
る
と
と
も
に
、

改
善
・
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。
そ
し
て
、
会
員
の
皆
様
の
一
層
の
協
力
・
結
束
を
は
か
る
こ

と
に
よ
り
会
員
数
の
維
持
・
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
活
動
の
方
針

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
沈
静
後
、
社
会
・
経
済
活
動
が
正
常
化
し
、
我
が
国
経
済
は
緩
や
か
な
回
復
局
面

に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
企
業
と
し
て
は
、
消
費
者
物
価
を
中
心
に
輸
入
物
価
を
含
め
た
全
般
的
な
物

価
上
昇
が
続
く
中
、
社
員
の
生
活
を
支
え
る
給
与
ア
ッ
プ
を
行
う
と
と
も
に
総
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
分
の
売

上
へ
の
適
正
な
転
嫁
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、「
失
わ
れ
た
30
年
」
と
言
わ
れ
る
長
期
に
わ
た
る
経
済
停
滞
の
後
に
迎
え
た
今
回
の
経
済
回

復
を
契
機
に
、
企
業
経
営
に
お
い
て
は
、
構
造
的
な
課
題
と
し
て
長
年
認
識
さ
れ
つ
つ
も
先
送
り
に
さ

れ
て
き
た
課
題
に
つ
い
て
、
本
格
的
に
取
り
組
む
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、
①
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
、
そ
れ
に
関
連
す
る
「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
に
対
応
す

る
雇
用
対
策 

（
人
手
不
足
、
雇
用
の
流
動
化
、
ス
キ
ル
の
低
下
等
）
②
企
業
経
営
効
率
化
の
た
め
の
対

策
特
に
、
Ｉ
Ｔ
化
さ
ら
に
は
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
向
け
た
対
応
③
世

界
各
国
と
の
経
済
競
争
（
発
展
途
上
国
の
成
長
等
）
④
地
球
沸
騰
化
と
言
わ
れ
る
異
常
な
気
候
変
動
の

影
響
さ
ら
に
は
S
D
G
s
の
推
進
に
対
応
す
る
対
策
（
価
値
観
の
多
様
化
と
そ
れ
に
伴
う
市
場
の
変
動
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
体
制
の
見
直
し
等
）
等
の
諸
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
で
の
当
会
の
前
年
度
の
事
業
活
動
は
、
会
員
の
健
康
を
最
優
先
し
つ
つ
も
、
会
活

動
を
で
き
る
限
り
推
進
し
特
に
、
税
制
改
正
事
項
と
し
て
優
先
課
題
で
あ
る
、
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

導
入
と
電
子
帳
簿
保
存
法
の
改
正
へ
の
対
応
に
努
め
た
結
果
、
会
員
の
皆
様
、
役
員
の
ご
協
力
及
び
事
務
局

インボイス制度研修会

通常総会での新入会員の紹介
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　　 令和６年度　事業計画を報告 ----------- 第 14 回  通常総会
公益社団法人四谷法人会は、6 月 21 日に開催された第 14 回通常総会で、令和 6
年度事業計画を報告しました。
その重点事項として、①組織の強化と会活動の重点方針、②事業内容の充実、③広
報活動の充実をあげ、「税を巡る諸環境の整備改善を図るための事業」、「納税意識の

高揚を目的とする事業」、「税制及び税務に関する調査研究並びに提言に関する事業」、
「地域の経済社会環境の整備改善等を図るための事業」が行われるとともに、会員の
ための福利厚生事業、会員相互の親睦 · 異業種交流に関する事業等が展開されます。
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インボイス制度相談会

　
公
益
社
団
法
人
四
谷
法
人
会

　
　
会
　
長
　
青  

栁  

晴  

久
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税
を
巡
る
諸
環
境
の
整
備
改
善
を
図
る
た
め
の
事
業

● 

税
知
識
の
普
及
を
目
的
と
す
る
事
業

１ 

新
設
法
人
説
明
会
（
年
6
回
、
2
ヶ
月
ご
と
に
開
催
）

２ 

決
算
法
人
説
明
会
（
原
則
毎
月
1
回
開
催
）

３ 

法
人
税
申
告
書
の
書
き
方
講
座
（
全
9
回
の
連
続
講
座
）

４ 

法
人
税
実
務
基
礎
講
座

５ 

源
泉
部
会
税
務
研
修
会
（
年
10
回
の
予
定
）

６ 

支
部
税
務
研
修
会

７ 
部
会
税
務
研
修
会

８ 
税
制
改
正
研
修
会

（
令
和
6
年
度
に
お
い
て
は
、
昨
年
度
の
大
改
正
で
あ
っ

た
、
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
、
電
子
帳
簿
保
存

法
の
改
正
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
研
修
を
実
施
す
る
。）

９ 

記
帳
税
務
相
談
（
毎
月
1
回
開
催
）

10 

簿
記
講
座

      （
基
礎
7
回
、
初
級
10
回
、
中
級
16
回
の
コ
ー
ス
構
成
）

11  

税
金
体
験
教
室
（
子
供
た
ち
を
対
象
）

    

「
ま
ち
の
先
生
見
本
市
」
に
ブ
ー
ス
出
展 

　
　
（
実
施
時
期
、
会
場
未
定
）

● 

納
税
意
識
の
高
揚
を
目
的
と
す
る
事
業　

１ 

租
税
教
育
用
下
敷
の
無
償
配
布
（
45
回
目
）

２ 

納
税
表
彰
式
の
広
報
、
周
知

３ 

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
及
び
表
彰
式

　
　
（
女
性
部
会
所
管
）

４ 

広
報
誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
税
情
報
の
発
信

● 

税
制
及
び
税
務
に
関
す
る
調
査
研
究
並
び
に
提
言
に
関
す
る
事
業

１ 

税
制
改
正
の
提
言

（
会
員
及
び
一
般
か
ら
税
制
に
関
す
る
意
見
要
望
を
取
り

ま
と
め
て
全
国
法
人
会
総
連
合
へ
上
申
し
、
全
国
大
会

へ
の
参
加
）

２ 

全
国
青
年
の
集
い
へ
の
参
加

３ 

全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参
加

地
域
の
経
済
社
会
環
境
の
整
備
改
善
等
を
図
る
た
め
の
事
業

● 

地
域
企
業
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
事
業　

１ 

経
営
実
務
研
修
会
、
講
演
会
の
開
催

２ 

各
種
事
業
に
向
け
た
補
給
金
、
補
助
金
へ
の
対
応

● 

地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
的
と
す
る
事
業　

１ 

新
宿
シ
テ
ィ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
へ
の
参
加
並
び
に
助
成
金

の
拠
出

２ 

地
球
温
暖
化
対
策
並
び
に
地
震
対
策
へ
の
取
り
組
み

３ 

特
別
講
演
会
の
開
催

４ 

福
祉
施
設
へ
の
未
使
用
タ
オ
ル
の
寄
付

５ 

地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

６ 

救
命
講
習
会
へ
参
加

　
会
員
の
た
め
の
福
利
厚
生
事
業 

● 

福
利
厚
生
事
業

　

会
員
の
福
利
厚
生
制
度
を
支
援
す
る
た
め
の
保
険
事
業
並
び

に
企
業
保
全
を
目
的
と
し
た
制
度
の
普
及
推
進
を
行
う
。

1 

と
う
き
ょ
う
共
済
（
東
京
都
火
災
共
済
協
同
組
合
）
の
集

金
事
務

2 

生
活
習
慣
病
健
診
の
普
及
推
進
（
一
般
財
団
法
人
全
日
本

労
働
福
祉
協
会
）

3 

有
料
ご
み
処
理
券
販
売

4 

貸
倒
保
障
制
度
（
取
引
信
用
保
険
）
の
普
及
推
進

5 

経
営
者
大
型
保
障
制
度
、
が
ん
保
険
制
度
等
の
各
種
厚
生

制
度
の
普
及
促
進

6 

東
法
連
指
定
リ
ゾ
ー
ト
施
設
「
ラ
フ
ォ
ー
レ
倶
楽
部
」、

「
四
季
倶
楽
部
」
の
利
用
促
進

会
員
相
互
の
親
睦·

異
業
種
交
流
に
関
す
る
事
業

●
　
会
員
交
流
事
業

　

⑴ 

会
員
間
の
交
流
等
を
目
的
と
し
て
、
情
報
交
換
や
相
互

の
親
睦
事
業
を
行
う
他
、
会
員
に
限
定
し
た
講
習
会
等
の
事

業
を
行
う
。

1 

屋
形
船

2 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

3 

新
年
賀
詞
交
歓
会

4 

懇
親
会

5 

施
設
見
学
会

6 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー

　

⑵ 

会
員
の
事
業
活
動
に
係
る
支
援
の
た
め
の
会
員
間
の

意
見
交
換
の
場
（
業
種
別
部
会
等
）
を
積
極
的
に
設
け
る
。

以
上
の
ほ
か
に
、
今
後
も
安
定
し
て
事
業
を
継
続
し
て
行
く

た
め
に
、
会
員
増
強
運
動
の
推
進
と
財
政
基
盤
の
強
化
等
の

充
実
を
図
る
。

令和５年度正味財産増減計算書 ( 総括表 )
自　令和５年 4 月 1 日　　至　令和６年 3 月 31 日

( 単位；円 )
科　　目 当年度 (A) 前年度 (B) 増　減 (A)-(B) 備  考

Ⅰ一般正味財産増減の部
1. 経常増減の部
(1）経常収益 61,963,656 59,046,682 2,916,974
　①特定資産運用益 2,371 1,219 1,152
　②受取会費 26,618,500 27,382,500 -764,000 定款§ 7 規定の会費
　③事業収益 5,816,016 6,808,047 -992,031
　④受取補助金 18,390,800 18,195,000 195,800
　⑤受取負担金 9,411,336 5,523,800 3,887,536
　⑥雑収益 1,724,633 1,136,116 588,517

（2）経常費用 67,113,640 61,802,747 5,310,893
　事業費 61,221,008 56,385,052 4,835,956
　管理費 5,892,632 5,417,695 474,937
　当期経常増減 -5,149,984 -2,756,065 -2,393,919
2. 経常外増減の部

（1）経常外収益 126,250 0 126,250
（2）経常外費用 0 0 0
　当期経常外増減額 126,250 0 126,250
　他会計振替額 0 0 0
　税引前当期一般正味財産増減額 -5,023,734 -2,756,065 -2,267,669
　法人税住民税及び事業税 70,000 70,000 0
　当期一般正味財産増減額 -5,093,734 -2,826,065 -2,267,669
　一般正味財産期首残高 43,416,277 46,242,342 -2,826,065
　一般正味財産期末残高 38,322,543 43,416,277 -5,093,734
　正味財産期末残高 38,322,543 43,416,277 -5,093,734

貸 借 対 照 表
令和６年 3 月 31 日現在

（単位；円 )
科　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ 資産の部
　1. 流動資産 8,197,933  13,148,723 -4,950,790
　2. 固定資産 31,595,076  31,270,190 324,886
　　⑴特定資産 20,620,450  20,146,700  473,750
　　⑵その他の固定資産 10,974,626  11,123,490 -148,864
　　【資産合計】 39,793,009  44,418,913 -4,625,904
Ⅱ 負債の部
　1. 流動負債 950,016  355,936  594,080
　2. 固定負債 520,450  646,700 -126,250
　　【負債合計】 1,470,466  1,002,636  467,830
Ⅲ 正味財産の部
　1. 指定正味財産 0 0 0 
　2. 一般正味財産 38,322,543  43,416,277  -5,093,734
　　【正味財産合計】 38,322,543  43,416,277  -5,093,734
　　【負債 ･ 正味財産合計】 39,793,009 44,418,913  -4,625,904
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○○  令令和和６６年年７７月月1100日日以以降降、税務署の一部の内部事務（申告書の入力処理や

電話・文書による照会など）を集約して処理する「内部事務のセンター化」

を実施することとしております。 

○○  申告書、申請書及び添付書類等の書類を郵郵送送でで提提出出さされれるる場場合合は、下記の

業務センター宛てに送付していただきますよう御協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 対応業務 税務署 業務センター 
e-Tax（データ）で申告 ○ × 
書面で申告   

 持参して提出 ○  管轄税務署の窓口や時間外
収受箱に提出できますが、 
窓口の混雑が想定されるため、e-
Tax をご利用ください。 

× 受付窓口はございません 

 郵送で提出 
― 

○ 業務センターで申告書の入
力処理を行うため、 
 業務センター宛てに郵送をお願
いします 

電話・面接による税務相談 ○ 事前に予約が必要です × 相談窓口はございません 
申告書や申請書の窓口備
付けや郵送による送付 

○ 従前どおり対応しておりますが、
様式等は国税庁 HP からダウンロ
ードしてご利用いただけます。 

× 受付窓口はございません 

納税証明書の交付 
現金による国税の納付 

○ 従前どおり対応しておりますが、
窓口の混雑が予想されるため、
納税証明書の交付は便利なスマ
ホ等による請求・受取をお願いし
ます。また、国税の納付はキャッシ
ュレス納付をご利用ください 

× 受付窓口はございません 

業務センターからの電話や
文書による照会 ― 

○ 責任者名が税務署⾧のほか 
東京国税局⾧となる場合があり
ます 

 

〒100-8156 
東京都千代田区大手町１丁目３番３号 

東京国税局業務センター大手町分室  

宛 先 

内部事務の 

センター化は 

こちら 

内内部部事事務務ががセセンンタターー化化さされれまますす  
～～書書類類のの送送付付先先がが変変わわりりまますす～～ 

税務のポイント

四 谷 税 務 署 か ら の お 知 ら せ 　
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